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Ⅰ 小型船操縦資格に対する若年者の状況 

 

Ⅰ－１．若年者の小型船舶操縦資格の現状 

我が国は、四面海に囲まれた海洋先進国であるにも関わらず、小型船を操縦できる者は、

160万人程度で人口の約1％強に過ぎず、国民と海との結びつきの希薄さを示している。こ

のように、小型船を操縦できる資格が国民の間に普及していない最も大きな要因となって

いるのが、小型船操縦資格に対する若者の参加が極めて低いことである。 

公益財団法人海技資格協力センター（以下「センター」という）による2010年の「小型

船舶操縦士免許保有実態調査」、2013年の「小型船操縦資格普及のための検討会報告書」

等をもとに推定すれば、小型船操縦資格者のうち20才代の保有割合は全体の5％程度、20

才代の若者全体に占める有資格者の割合は0.５％程度に過ぎない。他方、自動車の運転免

許の場合、20才代の保有割合は15％程度、若者全体の85％までもが免許を保有している。

このように、小型船にあっては若者の参入が極めて低い。 

中でも、18～24才の若者にあっては、自動車の場合、年間その10人に1人が普通免許を

取得し、年間の全取得者の85％がこの世代で占められおり、運転免許の国民化、大衆化の

原点となっている。他方、小型船の一般的な操縦資格といえる2級操縦免許では、18～24

才までの若者のうち年間に取得するのは2500人に１人であり、年間の全取得者の17％に過

ぎない。このように、小型船にあっては、若者のうちでも25才未満のより若い層の参入が

特に遅れているといえる。 

しかも、小型船操縦資格保有者数は、2003年の185万人をピークに年々減少傾向にあり、

このままでは10年後には130万人程度に縮小する見通しにある。この減少傾向に歯止めを

かけ、そして、その回復を図っていくには、参入が遅れている若年層に対し、操縦資格の

取得を進めていくことがどうしても必要である。 

他方で、若者のレジャー離れの傾向は、（公財）日本生産性本部が毎年発行している

「レジャー白書」においても、2008年の時点で、「特に10代の若年層を中心に余暇活動の

“絞り込み”の傾向がはっきり見られた。若年期の余暇経験の貧困化は、この層の中高年

期における活動低迷につながる恐れがあり、将来の余暇需要のいっそうの縮小が懸念され

る」との指摘がなされている。 

 このように、若年、なかんずく25歳未満の若者の小型船操縦資格への参入拡大を図って

いくことが、長期的にも小型船操縦資格普及への鍵となり、国民と海とがしっかり結びつ

いた真の海洋先進国となることにつながっていくことになろう。同時に、若者が操縦資格

を取得し、海に積極的に取り組んでいくことは、その健全な肉体と精神を培ううえで、極

めて意義あるものとなろう。 

  若者に対する操縦資格の普及に向け、関係機関一丸となり、早急に取り組んでいく必要

がある。 
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Ⅰ－２．若年者の小型操縦資格取得率の向上への取り組み 

そこで、当センターにおける標記取り組みについては、関係機関の協力のもとに、若者

に対する認知度向上のための周知広報に重点を置くこととしている。 

具体的には、若者の操縦資格保有者を倍増することを目標とし、平成26年度以降５年間

にわたり地域ごとに取り組み、初年度は、若者が特に集中している首都圏を対象とするこ

ととした。 

周知広報の重点を学生に当て、全国の主要大学で、リーフレットの配布を行うこととす

るものである。 

 

 

Ⅱ 若者を対象とした小型船舶への理解促進活動 

 

Ⅱ－１ 活動の概要 

１．活動の目的 

本活動は、当センターが平成25年度に実施した「小型船操縦資格普及に向けた若年者の

意識等に関する調査」結果をもとに、若年者に対する小型船操縦資格への参画を促進する

ことを目的に実施したものである。 

 

２．活動の具体的内容 

 小型船舶操縦資格の関心を惹起するために、若年者向けのリーフレット（図１）、POP

（図２）を作成し、首都圏に所在する13大学17キャンパス（表１）の学生食堂などに掲出

した。 

 大学の選定基準は、首都圏に所在し、極力、学生数が多い男女共学の大学とした。 

 掲示期間は、2014年5月12日～6月11日とした。 

 リーフレット等の仕様は、下記の通り。 

  ＜リーフレット＞ サイズ：Ａ４三折り（両面印刷）   配布枚数：12,250枚 

＜ＰＯＰ＞  サイズ：17cm×19cm   配布枚数：470個（各大学約30個） 

        用途：卓上に置きリーフレットを収納する。 
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図１ リーフレット 
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図２ ＰＯＰ 
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表１ 対象大学一覧 

 

   
配布枚数 

  大学名 所在地 POP リーフレット 

1 神奈川大学 神奈川県 30 750 

2 和光大学 東京都 30 750 

3 千葉大学 千葉県 30 750 

4 東京農業大学 東京都 30 750 

5 創価大学 東京都 30 750 

6 早稲田大学（文学部） 東京都 30 750 

7 横浜国立大学 神奈川県 30 750 

8 早稲田大学（理工学部） 東京都 30 750 

9 拓殖大学 東京都 30 750 

10 東京理科大学（神楽坂） 東京都 30 750 

11 東京経済大学 東京都 30 750 

12 東京理科大学（野田） 千葉県 30 750 

13 大東文化大学 東京都 30 750 

14 法政大学 東京都 30 750 

15 早稲田大学（所沢） 埼玉県 30 750 

16 流通経済大学（龍ヶ崎） 茨城県 10 500 

17 流通経済大学（新松戸） 千葉県 10 500 

合計 470 12,250 
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Ⅱ－２ 活動の状況 

 

 大学ごとの掲示状況とリーフレットの持ち帰り枚数を、以下にまとめる。 

 

１．神奈川大学 

所在地：神奈川県横浜市神奈川区 ／ 学生数：14,655人（男子10,581人、女子4,074人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約500枚 

 

図６ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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２．和光大学 

所在地：東京都町田市 ／ 学生数：11,284人（男子4,883人、女子6,401人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約400枚 

 

図７設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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３．千葉大学 

所在地：千葉県千葉市稲毛区 ／ 学生数：10,832人（男子6,500人、女子4,332人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約490枚 

 

図８ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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４．東京農業大学 

所在地：東京都世田谷区 ／ 学生数：7,863人（男子5,111人、女子2,752人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約470枚 

 

図９ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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５．創価大学 

所在地：東京都八王子市 ／ 学生数：7,787人（男子4,255人、女子3,532人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約550枚 

 

図１０ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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６．早稲田大学（文学部） 

所在地：東京都新宿区 ／ 学生数：7,743人（男子3,603人、女子4,140人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約520枚 

 

図１１ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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７．横浜国立大学 

所在地：神奈川県横浜市保土ヶ谷区 ／ 学生数：7,610人（男子5,537人、女子2,073人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約420枚 

 

図１２設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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８．早稲田大学（理工学部） 

所在地：東京都新宿区 ／ 学生数：7,495人（男子6,339人、女子1,156人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約580枚 

 

図１３ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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９．拓殖大学 

所在地：東京都八王子市 ／ 学生数：7,133人（男子5,214人、女子1,919人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約480枚 

 

図１４ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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10．東京理科大学（神楽坂） 

所在地：東京都新宿区 ／ 学生数：6,886人（男子5,578人、女子1,308人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約570枚 

 

図１５ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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11．東京経済大学 

所在地：東京都国分寺市 ／ 学生数：6,481人（男子4,711人、女子1,770人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約600枚 

 

図１６ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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12．東京理科大学（野田） 

所在地：千葉県野田市 ／ 学生数：5,910人（男子4,775人、女子1,135人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約540枚 

 

図１７ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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13．大東文化大学 

所在地：東京都板橋区 ／ 学生数：5,395人（男子3,615人、女子1,780人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約530枚 

 

図１８ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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14．法政大学 

所在地：東京都小金井市 ／ 学生数：5,161人（男子4,271人、女子890人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約510枚 

 

図１９ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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15．早稲田大学（所沢） 

所在地：埼玉県所沢市 ／ 学生数：4,716人（男子2,985人、女子1,731人） 

ＰＯＰ設置数：30個 ／ リーフレット設置数：750枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約600枚 

 

図２０ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 
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16．流通経済大学（龍ヶ崎） 

所在地：茨城県龍ヶ崎市 ／ 学生数：約2,500人 

ＰＯＰ設置数：10個 ／ リーフレット設置数：500枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約300枚 

 

図２１ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（事務局） 
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17．流通経済大学（新松戸） 

所在地：千葉県松戸市 ／ 学生数：約3,000人 

ＰＯＰ設置数：10個 ／ リーフレット設置数：500枚 

リーフレット持ち帰り枚数：約320枚 

 

図２２ 設置状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学の外観 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（事務局） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（就職支援センター） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（学食） 

ＰＯＰ・リーフレットの設置状況 
（カフェテリア） 
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Ⅲ 若者を対象とした小型船舶への理解促進活動の今後の方向性 

 

Ⅲ－１．今回の活動の成果 

今回の活動を通じて、以下のような成果が得られた。 

・広告媒体であるリーフレットの掲出（12,250枚）により、その持ち帰り枚数は約

8,380枚（68.4％）であった。 

・その結果、多くの大学生が受動的に小型船舶操縦資格の情報に触れるチャンスとなり、

小型船舶操縦資格について周知を図ることができ、一定の啓発につながったと考えら

れる。 

・リーフレットには、小型船舶操縦資格の魅力や短期間で取得できることなど、資格取

得に関する具体的な情報を記載しており、これらを閲覧した学生にとっては、資格取

得のハードルが低くなったと考えられる。 

・今回の首都圏13大学17キャンパスへの活動を通じて、広報活動のノウハウを蓄積する

ことができた。さらに、広報活動においての課題や検討材料も得ることができたため、

今回の活動が今後の活動をより効果的なものとする契機として評価できよう。 

 

 

Ⅲ－２．今後の活動の方向性 

 平成25年８月の「小型船操縦資格普及に向けた若年者の意識等に関する調査報告書」に

よると、若年者層に小型船操縦資格を普及させていくには、若年者の小型船操縦資格に対

する認知度、関心度及び意欲度をそれぞれ高めていくことが欠かせないものとなっている。 

 中でも、認知度を高めるためには、小型船操縦資格の存在とある程度の内容をできるだ

け多くの若年者に知ってもらうことが必要であり、その内容を知れば知るほど関心度は高

まっている。このように認知度は関心度に結びつくものであり、認知度の向上は小型船操

縦資格の取得増につながっていく。 

 したがって、不特定多数の若年者に対する小型船操縦資格の周知広報活動が欠かせない

が、従来、この分野での周知広報活動はほとんど行われてこなかったことから、今後は、

この分野の普及活動に重点をおくことが重要となる。 

今回実施した大学でのリーフレット・ＰＯＰという広報活動は、若年者(大学生)の小型

船操縦資格への参入を促進するための周知に、一定の効果があったと考えられる。今後も

この広報活動を継続的に実施することが、若年者(大学生)の小型船操縦資格の取得者数の

向上につながるものと考えられる。 

 今回の広報活動を通じて得られた成果を踏まえ、更に次年度以降も引き続き広報活動を

実施していくことが重要である。具体的には、次のような取り組みが必要と考えられる。 
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（１）広報活動の内容 

 今回の広報活動（大学でのリーフレット・ＰＯＰの掲載）を引き続き実施する。 

今後は、小型船舶の種類や免許の解説だけでなく、ボートの楽しさを伝えるような内容

や、安価に短期間で取得できること、身近で楽しむことができることなど、新たに以下

の記述内容をリーフレットに加えることが望ましい。 

・免許取得にかかる費用の概算（「○円～○円程度」と目安を示すことで、自動車免許

より安価で取得できることなどをアピールする） 

・免許取得に要する期間（「最短２日で取得可能」など短期間で取得できることをアピ

ールする） 

・試験（学科・実技）内容 

・小型船舶の購入費及びレンタル料 等 

 

（２）広報活動の範囲と実施場所 

 広報活動の範囲は、今回実施した大学構内に加えて、大学構内以外の主要駅又は大学

所在地の最寄り駅の構内、飲食店（居酒屋やファミリーレストランなど）、さらには鉄

道の中吊り広告などへのポスター・リーフレットの掲出等を順次実施することが望まし

い。 

 広報活動の実施場所は、今回実施した首都圏に限らず、全国を４つのエリア（関西

圏・中部圏・西日本・東日本）に区分し、大阪府や京都府、兵庫県を有する関西圏や、

愛知県のある中部圏など大学生数が多いエリアから順次拡大して実施することが望まし

い。 

年次計画 大学構内での普及活動 大学構内以外での普及活動 

平成２７年度 関西圏 首都圏 

平成２８年度 中部圏 関西圏 

平成２９年度 中国・四国・九州 中部圏 

平成３０年度 東北・北海道 
東北・北海道・中国・四国・九州
のうち、重点地区 
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（参考）都道府県別大学生数上位２０県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：平成24年５月１日現在 

出所：統計局ホームページ 日本の統計 http://www.stat.go.jp/data/nihon/22.htm 

 

 

（３）広報活動の実施時期 

 今回の普及活動は、夏のレジャーシーズンに入る前までに行うことがより効果的であ

るという考えから、５月中旬～６月初旬の１ヶ月間実施した。しかし、次年度以降は、

必ずしも季節感にとらわれず、「学園祭」等のイベントが行われる時期も考慮に入れて

実施時期を設定することが望ましい。 

 

 

以上 

単位：人、％

大学生数 割合 大学生数 割合

1位 東　京 730,825 25.4 11位 広　島 60,479 2.1

2位 大　阪 226,725 7.9 12位 宮　城 57,782 2.0

3位 神奈川 203,134 7.1 13位 岡　山 41,482 1.4

4位 愛　知 190,168 6.6 14位 茨　城 38,629 1.3

5位 京　都 162,108 5.6 15位 滋　賀 37,455 1.3

6位 兵　庫 126,526 4.4 16位 静　岡 35,111 1.2

7位 埼　玉 124,016 4.3 17位 新　潟 30,588 1.1

8位 福　岡 121,756 4.2 18位 群　馬 29,247 1.0

9位 千　葉 117,337 4.1 19位 石　川 29,016 1.0

10位 北海道 90,351 3.1 20位 熊　本 28,932 1.0

394,467 13.7

2,876,134 72.8

その他

合　計

http://www.stat.go.jp/data/nihon/22.htm

